
取 組 の 効 果

取組の様子

＊学校・園数及び園児・児童・生徒数は、令和3年5月1日時点

【世界ともだちプロジェクトの充実】
● 割り振られていた5つの国・地域に加え、令和元年度から、

ホストタウンとして交流のあるキルギス共和国を全校の対象国に追加し、
調べ学習に取り組んだ。

● 壁新聞などで調べたことを共有して、キルギス共和国をはじめ、世界の国々の
言語や文化、歴史などを学び、世界の多様性を知った。

● 互いの価値観を尊重し合うことの重要性について理解を深めた。

【障害者理解を深めるための授業の実施】
● 学校に講師を招き、講演会や障害の疑似体験、

5人制サッカー(ブラインドサッカー)や車いすバスケットボール、
ボッチャ等のパラスポーツ体験を実施した。

● 講師との交流や体験を通して、パラスポーツへの関心が高まった。
● 障害の有無に関わらず、共に助け合い、支え合って生きていくことの大切さを

学んだ。

羽村市のオリンピック・パラリンピック教育の取組事例

羽村市

世界ともだちプロジェクトの壁新聞 視覚障害の疑似体験 ブラインドサッカー体験 車いすバスケットボール体験

10校 ＊

4,113人*

多摩川周辺の自然や武蔵野の面影を残す緑豊かな土地で、住宅地と工業地域がバランス
良く配置された都市である。玉川上水の取入口のある街として知られている。


